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１ 概要 

1.1 背景 
 
  令和8年3月現在、杉並区の管理橋梁数は123橋を数え、その多くが高度経済成長期を中心とする1960

年～1970年代にかけて架設されたため、今後さらに架設後50年以上の橋（高齢化橋梁）が増加して

いく。 

 

  橋梁の高齢化は、劣化の進行による安全性の低下や修繕費用の増大、また老朽化による架替えの集

中など、様々な問題を抱えることが懸念される。 

 

  今後懸念される問題解決に向けて、引き続き、橋梁が悪くなる前に計画的な対策を行う「予防保全

型」の維持管理を充実させ、長寿命化を推進していく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

1.2 目的 
 

予防保全型管理を充実させ、橋梁の長寿命化を推進することで、維持管理コストの縮減と架替え

時期の集中を解消（平準化）するとともに、将来にわたって杉並区の道路ネットワークの安全性、

信頼性を確保していくことを目的とする。 

 
 

1.3 対象橋梁 
 

表1 路線別対象橋梁数 

 

 

 

 

単位：橋

跨線橋 跨道橋 区道橋 非道路橋 学校橋 公園橋 合計

3 1 108 7 3 1 123全管理橋梁数

50年以上

50年未満

※10年後及び20年後の推移は、東京都の河川改修工事等による 

橋梁（8橋）の架替えの完了を想定した推移としている。 

図1 仮設後50年経過した橋梁数の推移 

50年以上

78橋
63%

50年未満

45橋

37%

2025令和7年度現在 

50年以上

94橋
76%

50年未満

29橋
24%

10年後10年後 

50年以上

97橋
79%

50年未満

26橋
21%

20年後20年後 

令和7年度現在 
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２ 現状と課題 

2.1 管理橋梁の特徴 
 
  杉並区が管理する橋梁は123橋である。その内訳は、コンク リ ー ト

橋が81橋（66%）、鋼橋が42橋（34%）であり、コンクリー ト 橋 の

割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  橋長は、5ｍ以上15ｍ未満が87橋（71％）、15ｍ以上30ｍ未満が35橋（28%）

となっており、5ｍ以上の橋梁が管理橋梁の99%を占めている。なお、5ｍ

未満の橋梁は1橋（約1％）のみである。 

 

 

  架設年毎に橋梁を見ると、架設後50年以上経過した橋梁が78橋（約63.4％）

を占めており、杉並区が管理する橋梁の多くが高齢化を迎えている。 
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3.3%

10年～19年

12橋

9.8%

9年以下
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図2 橋種別内訳 

図3 橋長別内訳 

写真1 橋梁写真（令和5年度点検調書より抜粋） 

鋼橋

42橋
34%

コンクリート橋

81橋
66%

5ｍ未満

1橋
1%

5ｍ以上 15ｍ未満

87橋
71%
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35橋
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図4 橋梁仮設年の内訳 

図5 橋梁の架設年次 



- 3 - 

 

①腐食
7橋
50%

④脱落
1橋 7%

⑨剥離・鉄筋
露出 3橋

21%

㉖遊間の異常
1橋
7%

㉗変色・劣化
1橋
7%

㉘漏水・滞水
1橋
7%

①腐食
5橋
20%

⑨剥離・鉄筋露出
2橋
8%

⑩うき
1橋
4%

⑪遊離石灰
10橋
40%

⑫豆板・空洞
1橋 4%

⑮床版ひびわれ
（1方向）
1橋 4%

⑮床版ひびわれ
（2方向）
3橋 12%

⑯鋼板接着部の損傷
2橋 8%

2.2 点検結果の整理 
 

杉並区では、「道路橋定期点検要領（国土交通省道路局 令和6年3月）」に基づき、平成26年度より

橋梁の定期点検を実施している。直近では令和5年度及び令和6年度に点検を実施し、各橋梁の健全性

評価を行った。（ 当時架替中の5橋（4％）は点検未実施） 

その結果、健全性Ⅰが83橋（68％）、健全性Ⅱが35橋（28％）、健全性Ⅲ及びⅣは0橋であり、杉並

区の橋梁は概ね良好な状態を維持しているといえる。 

橋種毎に健全性Ⅱの割合を確認すると、鋼橋が21橋（約60％）と多くなっている。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3 損傷傾向の分析 
杉並区の橋梁は早期措置段階の健全性Ⅲの橋はない状態である。健全性Ⅱの橋梁については、伸縮

装置からの漏水等による主桁の腐食や、橋面からの雨水の浸透による間詰コンクリートからの遊離石

灰等が見られる。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

2.4 課題の抽出 
 

健全性Ⅱの橋梁における主な損傷は雨水浸透に起因するため、伸縮装置や舗装等の漏水対策及び軽

微な損傷段階での早期修繕により、損傷の抑制と橋梁の長寿命化を図る必要がある。 

  

健全性Ⅰ

83橋
68%

健全性Ⅱ

35橋
28%

架替中

5橋

表2 健全性の診断の区分一覧 

参照：道路橋定期点検要領（国土交通省道路局 令和6年3月） 

図6 健全性の診断の区分一覧 

区  分 状      態 

Ⅰ 健全 道路橋の機能に支障が生じていない状態。 

Ⅱ 予防保全段階 
道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点か
ら措置を講ずることが望ましい状態。 

Ⅲ 早期措置段階 
道路橋の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を
講ずべき状態。 

Ⅳ 緊急措置段階 
道路橋の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著
しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。 

主桁：腐食 間詰床版：遊離石灰 

写真2 損傷状況写真 

令和5年度 点検調書より抜粋 
写真3 伸縮装置取替イメージ 

平成29年度補修工事写真より抜粋 

図7 損傷発生状況・原因の整理 

主桁
14橋
33%

横桁
4橋
9%

床版
25橋
58%

伝い水・吹込み・橋
面からの浸透

3橋
43%伸縮装置

3橋
43%

土工部との境界部
1橋
14%

鋼橋

21橋

60%

コンクリート橋

14橋
40%
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３ 計画全体の方針 

3.1 老朽化対策の基本方針 
 

「２ 現状と課題 」を踏まえ、本計画における更新方針を以下の通り設定する。 

 

(1) 定期的な点検の実施による健全度の把握 

  「道路橋定期点検要領」に準拠し5年に1度の定期点検を実施することで、橋梁の健全性把握に

努める。 

 

(2) 健全性評価を指標とした修繕計画の策定 

  定期点検結果に基づく健全性評価を指標として、今後10年間で修繕を実施する橋梁を選定す

る。 

 

(3) 計画的修繕に向けた管理区分の設定 

  計画的に修繕を進めるため、橋梁を予防保全型と

事後保全型に区分する。 

・事後保全型：東京都の河川改修計画等で架替え 

が予定されている橋梁が対象。架替えまでの期 

間は最小限の修繕で維持する。 

・予防保全型：大規模修繕・更新を前提とせず、健 

全性Ⅱの段階で修繕を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 路線重要度を考慮した優先順位付け 

  定期点検結果（Ⅰ～Ⅳ判定）に加え、跨線橋・跨道
橋、区緊急障害物除去路線、主要生活道路等の路線
特性を考慮し、修繕の優先順位を設定する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(5) PDCAサイクルによる計画の継続的改善 

  維持管理を進める中で生じる課題に対し、PDCAサイクルを継

続的に回すことで、計画の改善・見直しを行い、適切な管理

を維持する。 

  

図10 PDCAサイクル 

表3 管理水準 

図8 維持管理シナリオ 

図9 優先順位付け 

予防保全型（健全性Ⅱ）

に達した段階で対策 

事後保全型（健全性Ⅲ）

に達した段階で対策 

架替え後は予防保全型

へ移行 
東京都の河川改修工事

等により架替えを実施 

予防保全型へ移行 

分類 管理水準 備考 対象橋梁

予防保全型 健全性Ⅱを維持
損傷部材に加え、劣化因子となる損傷に
ついても併せて修繕を実施し、健全性Ⅱ
以上を維持する。

事後保全型以外の橋
梁（計116橋）

事後保全型 健全性Ⅲを維持

東京都の定める河川改修計画等、他の計
画等により架け替えが予定されている橋
梁において、架け替えまでに実施すべき
最低限の修繕を行い、架け替えまで安全
に供用できるよう管理を行う。

大宮橋、宮木橋
白山前橋、西田端橋
西田端人道橋（上
流）
西田端人道橋（下
流）
大谷戸橋、関根橋
（計8橋）

表4 重要度区分 

悪 Ⅳ

1 2 3 4 5

Ⅲ

7 8 9 10 11

Ⅱ

13 14 15 16 17

良 Ⅰ

19 20 21 22 23

1 2 3 4 6

高 路線重要度 低

健
全
性
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3.2 新技術等の活用方針 
 

効率的な橋梁維持管理を行うため、新技術の有効活用を図る。活用方針は以下のとおり整理する。 

【新技術の活用に向けた流れ】 

①新技術の抽出 
 点検に関する新技術は「点検支援技術性能カタログ（令和7年4月）」、修繕に関する新技
術は「NETIS」を参照し、適用可能性のある技術・工法を抽出する。 

 
②適用可能な橋梁の選定 

点検では、過年度の点検方法や現地状況を踏まえ、新技術による効果が期待できる橋梁を抽
出する。修繕では、事業計画対象橋梁の中から、新技術に代替することで効果が見込まれる
橋梁を抽出する。 

 
③新技術適用の可否検討 

点検では、「実効性」「効率 性」「コスト削減」に着目し、桁下の高い橋梁に
おけるドローン等の活用や、近接 困難な狭隘部の確認方法を検討する。 
修繕では、「構造性」「施工 性」「維持管理性」「経済性」に着目し、コンク

リート舗装対策や塗替塗装工法等 の最適工法の比較検討を 行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3.3 費用の縮減に関する具体的な方針 
 

橋梁の予防保全型管理や、点検・修繕時における新技術の活用によ

り、維持管理費用の縮減を図る。また、橋梁の利用状況や周辺環境、社

会情勢の変化に応じて、橋梁の集約や撤去を検討し、長期的な維持管理

コストの縮減を図る。 

【集約・撤去に向けた流れ】 

①集約・撤去が可能な橋梁の抽出 
 橋梁の架設環境、利用状況、周辺道路網の状況等を踏まえ、
集約・撤去が可能な橋梁を抽出する。 

 
②維持管理コストの比較検討 
 抽出した橋梁について、集約・撤去を行った場合と維持管理を
継続した場合のコストを比較し、費用縮減効果を評価する。 
 

③適用可否の検討 
 住民説明等を踏まえ、撤去可否や実施時期等を検討する。 

  

写真4 例：ドローン点検 

令和7年4月点検支援性能カタログより抜粋 
図11 例：補修工法新技術例 

NETISより抜粋 

図12 例：集約・撤去イメージ図 

道路橋等の集約・撤去事例集事例 

令和7年3月 国土交通省道路局より抜粋 
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４ 計画全体の目標 

4.1 老朽化対策によるLCC縮減効果 

「予防保全型管理シナリオ」と「事後

保全型管理シナリオ」のそれぞれの100

年間における累計LCCを試算し集計した

結果を右図に示す。各シナリオのLCCを

比較すると、「予防保全型管理シナリ

オ」は「事後保全型管理シナリオ」より

も181億円縮減されることが分かった。

今後も継続的に「予防保全型管理シナリ

オ」で橋梁の維持管理を行っていくこと

で、将来的に過大な負担を抑制すること

ができる。 

 

4.2 新技術活用によるコスト縮減効果 

(1) 橋梁点検における新技術 

橋梁点検車を使用する橋梁では、点検車両代及び交通規制など費用が高額となる。そのため、橋梁

点検車を使用する橋梁12橋について、新技術の活用の検討を行った。活用方針としては、12橋中4橋に

ついて、桁端部が狭いことや添架管が設置されている等により、新技術での点検が困難である。この

ことから4橋は従来通りの点検とし、残りの8橋は新技術点検が可能であると判断した。その8橋で従

来点検と新技術点検でのコスト比較を行った結果、新技術点検の方が約80千円（8％）のコスト縮減が

可能である。以上のことから、点検車両を使用する8橋で新技術を活用し、コスト縮減を目指してい

く。 

 

従来点検（橋梁点検車） 新技術点検（ドローン） 

990千円 910千円 

 

(2) 修繕における新技術 

修繕工事では、今後10年間で修繕を予定している橋梁で検討を行った。検討を行った結果、コンク

リート舗装及び有害塗膜の塗替塗装工の修繕を予定している橋梁において、新技術を活用できること

が分かった。コスト比較を行った結果、新技術を活用することで従来技術より約39,000千円（約36％）

のコスト縮減が可能となる。 

 

 従来工法 新技術使用の場合 

コンクリート舗装補修工 ：2橋 36,000千円 13,300千円 

塗替塗装工(有害物質含有)：4橋 71,100千円 54,800千円 

合計 107,100千円 68,100千円 

 

4.3 集約・撤去の検討結果 
集約・撤去の検討を行った結果、緊急障害物除去路線やバス路線などの重要路線のほか、住宅が密

集したDID地区であり、利用者が多く隣接する迂回路を使用することによる利便性の低下が、住民生

活に影響を与えるため、集約・撤去を行うことが困難である。このため、今後、周辺状況や利用状況

が変化した場合などは、集約・撤去による費用縮減を検討していく。  

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

2025 2035 2045 2055 2065 2075 2085 2095 2105 2115 2125

LCC(千円） ライフサイクルコスト

予防保全

事後保全

※1：1日あたり2～3橋対応可能と想定し、8橋で3日の作業日数を計上

※2：従来点検は橋面を想定。橋面点検は1橋2万円と想定

縮減効果額 

約181億円 
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５ 個別の構造物ごとの事項 
個別橋梁ごとの次回点検及び修繕時期について、以下に整理する。 
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※点検費及び工事費等を含む。 
※令和9～11年までに修繕を予定している跨線橋3橋は、鉄道事業者と調整中のため工事費を含まない。 
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６ 助言をいただいた学識経験者 
 

 

学識経験者  芝浦工業大学  工学部 

穴見 健吾 教授 
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